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第１部 総 則

１ 計画の方針

（１） 計画の目的

この計画は、災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）、青梅市地域防災計画

にもとづき、梅郷地区防災対策委員会等が災害予防、災害応急対策を実施すること

により、地域住民の生命、身体および財産を災害から守ることを目的とする。

（２） 計画の構成

この計画は、次の５部の構成とする。

第１部 総則

第２部 災害予防計画

第３部 震災応急対策計画

第４部 風水害応急対策計画

第５部 資料

（３） 計画の修正

機 関 名 業 務 の 大 綱

防災士
・地域の被害の対応に関すること。

・地域の被害状況の収集および応急措置に関すること。

まとい会梅郷支部
・地域の被害状況の収集および応急措置に関すること。

・消防団員の活動に対する支援に関すること。

畑中・梅郷駐在所

・被害実態の把握と各種情報の収集に関すること。

・被災者の避難、誘導に関すること。

・交通の規制に関すること。

・公共の安全と秩序の維持に関すること。

交通安全協会第４支部
・交通の誘導の補助に関すること。

・住民の避難、誘導に関すること。

青梅食品衛生協会吉野支部
・救援物資の供給に関すること

・避難所の運営に関すること

青梅女性防火防災の会
・避難所の開設、運営に関すること。

・避難民に対する炊き出しに関すること。

民生・児童委員
・災害時要配慮者の支援に関すること。

・高齢者や障害者の安否確認に関すること。

市立第五小学校
・児童の避難、誘導および安全教育に関すること。

・避難所の開設、運営に関すること。

市立西中学校
・生徒の避難、誘導および安全教育に関すること。

・避難所の開設、運営に関すること。



この計画は、今後、必要に応じて検討を行い、修正する。また、青梅市地域防災

計画が改定されたときは、必要に応じて修正する。

２ 関係団体の業務大綱

機 関 名 業 務 の 大 綱

梅郷市民センター

・青梅市災害対策本部との連絡調整に関すること。

・管内の被害に関する情報の収集、伝達に関すること。

・災害時要配慮者※支援に関すること。

・避難所の開設および運営に関すること。

梅郷地区防災対策委員会

・管内の被害に関する情報の収集、伝達に関すること。

・各自治会との情報連絡に関すること。

・災害時要配慮者支援に関すること。

・避難所の開設および運営に関すること。

自治会連合会第４支会

・管内の被害に関する情報の収集、伝達に関すること。

・各自治会との連絡調整に関すること。

・災害時要配慮者支援に関すること。

・避難所の開設および運営に関すること。

消防団第４分団

・水火災の防御に関すること。

・人命の救助および救護に関すること。

・避難勧告等の伝達および避難誘導に関すること。

・その他消防および水防に関すること。

※災害時要配慮者：高齢者、障害者、乳幼児等の防災施策において特に配慮を要する者。



第２部 災害予防計画

１ 災害に強い地区づくり

（１） 震災に強い地域づくり

ア 建物の耐震化

梅郷地区内の旧耐震基準で建設された建物の所有者に対して、青梅市の耐震に関

する補助事業を活用して、耐震診断および耐震補強工事を推進して建物の耐震化を

図る。

(ｱ) 一般住宅の耐震化の状況 （単位：棟）

※ 青梅市耐震改修促進計画資料（平成１９年度）

(ｲ) 公共施設の耐震化の状況（平成２８年６月１日現在）

町丁目名 旧耐震基準住宅 新耐震基準住宅 総 数 新耐震基準の割合

畑中１丁目 １４９ １７０ ３１９ ５３．３

畑中２丁目 １６８ １７１ ３３９ ５０．４

畑中３丁目 １９１ ２６１ ４５２ ５７．７

和田１丁目 ９１ １２２ ２１３ ５７．３

和田２丁目 １３３ １６０ ２９３ ５４．６

梅郷１丁目 ５１ ９２ １４３ ６４．３

梅郷２丁目 ４６ １０２ １４８ ６８．９

梅郷３丁目 ７３ １０４ １７７ ５８．８

梅郷４丁目 １０６ １１７ ２２３ ５２．５

梅郷５丁目 １７９ ２８４ ４６３ ６１．３

梅郷６丁目 １７３ ２７５ ４４８ ６１．４

柚木１丁目 １８０ ２１６ ３９６ ５４．５

柚木２丁目 １４６ １９８ ３４４ ５７．６

柚木３丁目 ９２ １３１ ２２３ ５８．７

計 １，７７８ ２，４０３ ４，１８１ ５７．５

施 設 名 構 造 延べ面積(㎡) 耐震性の有無

梅郷市民センター本館 鉄筋コンクリート造２階建 ６１０ 耐震工事完了

梅郷市民センター体育館 鉄 骨 造 １ 階 建 ６１８ 耐震工事完了

市立第五小学校校舎 鉄筋コンクリート造４階建 ６，０６７ 耐震工事完了

市立第五小学校屋内運動場 鉄骨造一部２階建 ９３０ 耐震性あり

市立西中学校校舎 鉄筋コンクリート造４階建 ６，３０７ 耐震工事完了

市立西中学校屋内運動場 鉄骨造一部２階建 １，０２７ 耐震工事完了



イ 家具等の転倒防止対策の推進

地震による家具類の転倒・落下を防止することにより、負傷者の減少、負傷程度

の軽減、地震後の出火防止や地域での救出・救護活動を迅速に行うことができるこ

とから、家具等の転倒防止対策の推進を図る。

ウ 防災訓練の参加

地域住民、自主防災組織等の緊密な協力体制を確立するとともに、防災意識の高

揚を図るため、防災訓練に積極的な参加を促すとともに内容の充実を図る。

（２） 風水害に強い地域づくり

ア 土砂災害対策の推進

土砂災害のおそれのある区域について、危険の周知、警戒避難体制の整備を行う。

土砂災害警戒区域等の指定状況 （平成２３年４月１日現在、単位：箇所数）

イ 警戒避難体制の整備

土砂災害に関しては、警戒区域ごとに情報の収集および伝達、予報または警報の

発令および伝達、避難、救助、その他当該警戒区域における土砂災害を防止するた

め、必要な警戒避難体制に関する事項について事前に地域において定めておく。

２ 避難行動要支援者等への支援制度の推進

地震や風水害などの災害発生時に一番の力になるのは、隣近所や地域の方の助け合い

である。

このため、市では災害発生時に自力で避難行動を行えない高齢者や障害のある方の安

否確認、避難誘導を行うため支援制度を推進している。

梅郷地区においても、避難行動要支援者に対し、普段からの見守り、安否確認などの

支援を行うために、地域で助けあう支援体制づくりを推進する。

町 丁 名
土砂災害特別警戒区域 土砂災害警戒区域

急傾斜地 土 石 流 急傾斜地 土 石 流

畑中１～３丁目 １８ ２ １８ ２

和田町１～２丁目 ３７ ２ ３７ ３

梅郷１～６丁目 ４７ １７ ５０ ２０

柚木町１～３丁目 ３０ ７ ３１ ８

計 １３２ ２８ １３６ ３３



３ 災害対策用物資の備蓄

梅郷市民センター防災倉庫備蓄状況 （平成２９年４月１日現在）

※この他にロープ、乾電池、安眠マット、ポリ袋等があります。

品 名 数 量 品 名 数 量

ビスケット 60食分 毛布 198枚

カンパン 1,920食分 大型扇風機 1機

アルファ化米 2,950食分 応急給水セット 1箱

保存水 500mℓ 312本 ポリタンク 20ℓ 50個

食器セット 100人分 ラジオ付ライト 2個

災害用炊飯器 1セット エコ TVラジオ 2台

カセットコンロ ４台 おむつ（大人・子ども） 174枚

一輪台車 1台 生理用品 54枚

土のう袋 219袋 タオル（大・小） 130枚

スコップ 25本 歯ブラシ 100本

つるはし 10本 救助資機材セット 1セット

鋤簾 4本 救急用品セット 2セット

掛矢 5本 ジャッキ 2機

バール 1本 担架 1台

ブルーシート 3.6×5.4ｍ 10枚 三角巾 32枚

パーソナルテント 2張 投光機 4基

組立式トイレ 5基 発電機 1基

トイレ処理セット 1,000回分 ガソリン缶詰 1ℓ 3缶

非常用トイレ袋 450回分 マウンテンバイク 1台



第３部 震災応急対策計画

１ 応急活動体制

（１） 梅郷地区災害対策本部

ア 本部の設置

青梅市で「震度５弱」以上の地震が観測された場合、または東海地震注意情報が

発表された場合には、梅郷市民センター（以下、「市民センター」という。）内に「梅

郷地区災害対策本部（以下、「本部」という。）」を設置する。

本部を設置した場合には、青梅市災害対策本部（青梅市役所）にその旨を連絡す

る。

原則として、本部を構成する者は、連絡を待つことなく自主的に本部に参集する。

イ 本部の組織

本部は、次の者をもって構成する。

自治会第４支会正副支会長、消防団第４分団正副分団長、防災士、まとい会梅郷

支部正副支部長、交通安全協会第４支部長、青梅食品衛生協会吉野支部長、梅郷市

民センター職員。

ウ 本部の活動

本部は、梅郷地区内の被害状況の収集等に努めるとともに、必要に応じて避難所

の開設を行う。

また、青梅市災害対策本部との連絡・調整を行い、必要に応じて青梅市災害対策

本部に人的派遣要請および食糧等の物資の要請等を行う。

エ 本部の廃止

地震による災害発生のおそれがなくなった場合、または、発生した災害・応急対

策がおおむね終了したと認められる場合は本部を廃止する。

本部を廃止した場合には、青梅市災害対策本部にその旨を連絡する。

（２） 自治会本部

ア 自治会本部の設置

青梅市で「震度５強」以上の地震が観測された場合には、自治会館等に「自治会

本部」を設置する。

自治会本部を設置した場合には、本部（市民センター）へその旨を連絡する。

イ 自治会本部の組織

自治会本部は、次の者をもって構成する。

正副自治会長、自治会役員、まとい会会員、交通安全協会第４支部指導員、その

他状況に応じた要員。



ウ 自治会本部の活動

自治会本部は、自治会内の被害状況の収集等に努めるとともに、本部との連絡・

調整を行い、必要に応じて本部へ支援等の要請を行う。

エ 自治会本部の廃止

地震による災害発生のおそれがなくなった場合、または、発生した災害・応急対

策がおおむね終了したと認められる場合は自治会本部を廃止する。

自治会本部を廃止した場合には、本部へその旨を連絡する。

（３） 情報連絡体制

本部は、防災用無線機および青梅市防災行政無線（移動系）、携帯電話、有線電話

を活用して被害等の情報収集に努める。

また、消防団無線との連携および必要に応じてアマチュア無線協会に協力を要請

する。

２ 避難計画

（１） 初期対応

発災直後は、状況に応じて、次の一時集合場所※に集合し、地域の力を結集して災

害への初期対応を図る。

※一時集合場所：発災後間もない段階での安否確認や救出・救助、初期消火を行い、地
いっときしゅうごうばしょ

域の被害を最小限にとどめ、応急対応活動を行うための場所。

一時集合場所 所 在 電話番号

消防団第４分団 第１部詰所 畑中２－５５０－２ ２４－４３７４

〃 第２部詰所 和田町１－２９８－１ ７６－１８５３

〃 第３部詰所 梅郷１－２６ ７６－１７３３

〃 第４部詰所 梅郷５－９３５－１４ ７６－１５６５

〃 第５部詰所 梅郷６－１３１６ ７６－１７３０

〃 第６部詰所 柚木町２－３１６－１ ７６－１８５４

畑中公会堂 畑中２－５４８－１ ２３－５７５７

和田町会館 和田町２－４２５ ―

梅郷１・２丁目自治会館 梅郷２－３９９－１ ―

梅郷３丁目自治会館 梅郷３－７５６－３ ―

梅郷４丁目自治会館 梅郷４－５８９－１ ―

梅郷５丁目自治会館 梅郷５－１０７９－７ ―

梅郷６丁目自治会館 梅郷６－１２６３－２ ７６－１６７２



（２） 避難場所等の開設場所

震災時の避難場所※1 および避難所※2 は、青梅市地域防災計画で定められているが、

梅郷地区の指定場所は、次のとおりである。

※1 避難場所：地震などによる建物倒壊や火災延焼等の危険から安全を確保するための施設。

※2 避難所：大規模な災害が発生し、自宅での生活が困難になった被災者の一時的な生活を

確保するための施設で、青梅市では小・中学校など３２か所が指定されている。

（３） 避難所の運営

避難所の管理・運営は、関係機関等が連携して行う。

また、避難所の運営においては、男女共同参画の観点から、男女のニーズの違い

等男女双方の視点に配慮し、プライバシーの確保に努める。

一時集合場所 所 在 電話番号

柚木町１丁目自治会館 柚木町１－１０５－５ ―

柚木町２丁目自治会館 柚木町２－３１３－２ ―

柚木町３丁目自治会館 柚木町３－６７２－１ ―

避難場所等 所 在 電 話 番 号 備 考

畑中保育園 畑中２－５９３ ２２－８１０３ 避難場所

和田町運動広場 和田町２－４２２－１ ― 避難場所

梅郷市民センター 梅郷３－７４９－１ ７６－０４０４ 避難場所

市立第五小学校 梅郷３－７６５－１ ７６－０４１４ <避 難 所>
市立西中学校 梅郷６－１４６０－１ ７６－０１１４ <避 難 所>
柚木町運動広場 柚木町２－３１２ ― 避難場所

柚木苑地駐車場 柚木町３－６４３ ― 避難場所



第４部 風水害等応急対策計画

１ 応急活動体制

（１） 梅郷地区災害対策本部

ア 本部の設置

次の場合に、梅郷市民センター（以下、「市民センター」という。）内に「梅郷地

区災害対策本部（以下、「本部」という。）」を設置する。

(ｱ) 台風が接近して梅郷地区において大きな被害が発生することが予想される場合。

(ｲ) 青梅市に「土砂災害警戒情報」が発表された場合。

(ｳ) 多摩川の調布橋地点において「はん濫注意情報」が発表された場合。

(ｴ) 市民センターの雨量計で最大１時間降水量が７０ミリを超えた場合、または

２４時間降水量が２４０ミリを超えた場合。

(ｵ) その他、梅郷地区災害対策本部長が必要と判断した場合。

なお、本部を設置した場合には、青梅市災害対策本部（青梅市役所）にその旨

を連絡する。

イ 本部の組織

本部は、次の者をもって構成する。

自治会第４支会正副支会長、消防団第４分団正副分団長、防災士、まとい会梅郷

支部正副支部長、交通安全協会第４支部長、青梅食品衛生協会吉野支部長、梅郷市

民センター職員。

ウ 本部の活動

本部は、梅郷地区内の被害状況の収集等に努めるとともに、必要に応じて避難所

の開設を行う。

青梅市災害対策本部との連絡・調整を行い、必要に応じて青梅市災害対策本部に

人的派遣要請および食糧等の物資の要請等を行う。

エ 本部の廃止

風水害による災害発生のおそれがなくなった場合、または、発生した災害・応急

対策がおおむね終了したと認められる場合は本部を廃止する。

本部を廃止した場合には、青梅市災害対策本部にその旨を連絡する。

（２） 自治会本部

ア 自治会本部の設置

風水害により自治会管内で大きな被害が発生した場合、および発生するおそれが

ある場合は自治会館等に「自治会本部」を設置する。

自治会本部を設置した場合には、本部（市民センター）へその旨を連絡する。



イ 自治会本部の組織

自治会本部は、次の者をもって構成する。

正副自治会長、自治会役員、まとい会会員、交通安全協会第４支部指導員、その他

状況に応じた要員。

ウ 自治会本部の活動

自治会本部は、自治会内の被害状況の収集等に努めるとともに、本部との連絡・

調整を行い、必要に応じて本部へ支援等の要請を行う。

エ 自治会本部の廃止

風水害による災害発生のおそれがなくなった場合、または、発生した災害・応急

対策がおおむね終了したと認められる場合は自治会本部を廃止する。

自治会本部を廃止した場合には、本部へその旨を連絡する。

（３） 情報連絡体制

本部は、防災用無線機および青梅市防災行政無線（移動系）、携帯電話、有線電話

を活用して被害等の情報収集に努める。

また、消防団無線との連携および必要に応じてアマチュア無線協会に協力を要請

する。

２ 避難計画

（１） 避難情報

災害による被害が発生することが予想される場合、市長は「避難勧告」または「避

難指示」を発令する。

また、「自らの身を守る」ため、早めに避難することが重要である。

ア 避難準備情報

避難勧告や避難指示の発令が予想される場合に、避難のための準備を呼びかける

ための情報で、災害時要配慮者は避難を開始し、要配慮者の家族や近隣の支援者は

避難のための行動を始める。

イ 避難勧告

災害対策基本法にもとづき、住民に避難を促すために発令される。

ウ 避難指示

災害対策基本法にもとづき、被害の危険が切迫したときに発令される。

（２） 避難基準

大雨警報が発令され、河川の氾濫等により人命に危険な状況が予測される場合、

避難を行う。

土砂災害については、原則、気象庁と東京都が合同で発表する「土砂災害警戒情



報」が発表され、最大１時間降水量が７０ミリまたは２４時間降水量が２４０ミリ

を超えた場合、「土砂災害特別警戒区域」に指定されている区域の居住者は自主的に

避難する。

また、土砂災害の前兆現象（斜面に亀裂、小石が斜面からぱらぱら落ちるなど）

等に気づいた場合、直ちに安全な場所に自主的に避難を行う。

（３） 避難場所等の開設場所

風水害時の避難場所（避難所）は、原則として、地元自治会館とする。ただし、

土砂災害により被害を受ける恐れがある自治会館は、他の場所とすることが望まし

い。

※ Ｋは急傾斜地の崩壊、Ｄは土石流の指定状況。

※ 土砂災害の危険がある場合には、山側と反対の部屋に避難する。

また、青梅市地域防災計画で定められている、梅郷地区の風水害時の避難場所およ

び避難所は、次のとおりである。

（４） 避難所の運営

風水害時の避難は、浸水被害や土砂災害等が発生する前に避難を行う必要がある。

このため、地域の住民に避難所や避難方法などについて、日ごろから周知に努め

る。

避難場所 所 在 電話番号 構 造 土砂災害指定

畑中公会堂 畑中 2-548-1 23-5757 木造モルタル Ｋ※・Ｄ※指定なし

和田町会館 和田町 2-425 ― 木造モルタル
Ｋ なし

Ｄ 一部警戒

梅郷 1・2丁目 梅郷 2-399-1 ― 鉄骨 Ｋ・Ｄ指定なし

梅郷 3丁目 梅郷 3-756-3 ― 木造モルタル Ｋ・Ｄ指定なし

梅郷 4丁目 梅郷 4-589-1 ― 木造モルタル Ｋ・Ｄ指定なし

梅郷 5丁目 梅郷 5-1079-7 ― 鉄骨造 Ｋ・Ｄ指定なし

梅郷 6丁目 梅郷 6-1263-2 76-1672 木造モルタル Ｋ・Ｄ指定なし

柚木町 1丁目 柚木町 1-105-5 ― 木造モルタル Ｋ・Ｄ指定なし

柚木町 2丁目 柚木町 2-313-2 ― 木造モルタル Ｋ・Ｄ指定なし

柚木町 3丁目 柚木町 3-672-1 ― 木造モルタル
Ｋ 警戒区域

Ｄ なし

避難場所等 所 在 電 話 番 号 備 考

梅郷市民センター 梅郷３－７４９－１ ７６－０４０４ 避難場所

市立第五小学校 梅郷３－７６５－１ ７６－０４１４ <避 難 所>
市立西中学校 梅郷６－１４６０－１ ７６－０１１４ <避 難 所>



運営は、関係機関等が連携して行う。

また、避難所の運営においては、男女共同参画の観点から、男女のニーズの違い

等男女双方の視点に配慮し、プライバシーの確保に努める。


